
感染症情報 ７月１４日～２０日

②伝染性紅斑

④溶連菌感染症

４２６例（堺市 

３１０例（堺市 ４２例）
１６５例（堺市 １１例）

報告数による順位。前週比２．６％減の２，４８９件。感染性胃腸
炎は府下で前週から１０％減、堺市で前週４５例→今回５０例。伝
染性紅斑が府下で９％減、堺市で前週３８例→今回２６例。ヘルパ
ンギーナが府下で１２％増、堺市で前週２０例→今回１５例であっ
た。溶連菌感染症が府下で１７％増、堺市で前週２９例→今回４２
例。手足口病が府下で２９％減、堺市で前週１８例→今回１１例。
インフルエンザが府下で前週５４例→今回５３例は１例減。堺市
で前週９例→今回２例であった。全数把握疾患の百日咳は大阪府
で８８例→７２例は１８％減、堺市は２例→３例であった。今年に
入ってからの府内の累積報告数は２，１１８例となった。

２６例）
③ヘルパンギーナ ４００例（堺市 １５例）

５０例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

府下小児科１８５医療機関（堺市１７）から

①感染性胃腸炎 ８３８例（堺市

５３例（堺市インフルエンザ ２例）

府下２９１医療機関（堺市２５）から

７１８例（堺市新型コロナウイルス感染症 ６７例）

 新型コロナウイルスの定点報告は、府下で２２％増、定点当たり
２．０２→２．４７。堺市は４１例→６７例で６３％増、定点当たり１．６４
→２．６８だった。

大阪府定点 ２．４７ 堺市定点 ２．６８

麻疹や風疹の報告はなかった。

⑤手足口病

府下２９１医療機関（堺市２５）から

１１，１２５例（堺市急性呼吸器（ARI）感染症 ９８３例）
大阪府定点 ３８．２３ 堺市定点 ３９．３２

 急性呼吸器感染症は大阪府で前回より１％増、定点当たり
３７．９８→３８．２３、堺市で前回より４％減、定点当たり４０．８４→
３９．３２であった。
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